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(57)【要約】
【課題】被削物に対して様々な角度から簡単に穿孔する
ことができるコアドリル装置及びコアドリル装置におけ
る支柱の角度決定機具を提供する。
【解決手段】コアドリル装置１は、貫通した開口部７を
有するベース３、ベース３に設けられた支柱４、支柱４
に支持され当該支柱４の長手方向に沿って移動自在なコ
アドリルユニット５、被削物２に対する支柱の角度を決
める角度決定手段を備える。角度決定手段は、ベース３
が固定される昇降部材（被固定部材）３０と、昇降部材
３０に設けられた自在継手３８と、自在継手３８に接続
された螺子軸４１と、昇降部材３０に対してベース３を
締結固定させる固定手段（座金４４、ナット部材４５、
ボルト部材）を含む。支柱４の角度を決める作業では、
自在継手３８により昇降部材３０に対して所定の角度に
傾斜した螺子軸４１を開口部７に挿入させた状態で、固
定手段によりベース３を昇降部材３０に締結固定させる
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被削物を穿孔するコアドリル装置であって、
　貫通した開口部を有するベースと、
　前記ベースに設けられた支柱と、
　前記支柱に支持され、前記支柱の長手方向に沿って移動自在なコアドリルユニットと、
　前記被削物に対する前記支柱の角度を決める角度決定手段と、を備え、
　前記角度決定手段は、前記ベースが固定される被固定部材と、前記被固定部材に設けら
れた自在継手と、前記自在継手に接続された螺子軸と、前記被固定部材に対して前記ベー
スを締結固定させる固定手段とを含み、
　前記自在継手により前記被固定部材に対して所定の角度に傾斜した前記螺子軸を前記開
口部に挿入させた状態で、前記固定手段により前記ベースを前記被固定部材に締結固定さ
せることを特徴とするコアドリル装置。
【請求項２】
　前記被削物に対して前記被固定部材を昇降させて穿孔箇所に対応する高さ位置に前記被
固定部材を位置決めする位置決め手段をさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の
コアドリル装置。
【請求項３】
　貫通した開口部を有するベースと、前記ベースに設けられた支柱と、前記支柱に支持さ
れ、前記支柱の長手方向に沿って移動自在なコアドリルユニットと、を備えたコアドリル
装置において、前記被削物に対する前記支柱の角度を決めるためのコアドリル装置におけ
る支柱の角度決定機具であって、
　前記ベースが固定される被固定部材と、
　前記被固定部材に設けられた自在継手と、
　前記自在継手に接続された螺子軸と、
　前記被固定部材に対して前記ベースを締結固定させる固定手段を備え、
　前記自在継手により前記被固定部材に対して所定の角度に傾斜した前記螺子軸を前記開
口部に挿入させた状態で、前記固定手段により前記ベースを前記被固定部材に締結固定さ
せることを特徴とするコアドリル装置における支柱の角度決定機具。
【請求項４】
　前記被削物に対して前記被固定部材を昇降させて穿孔箇所に対応する高さ位置に前記被
固定部材を位置決めする位置決め手段をさらに備えたことを特徴とする請求項３に記載の
コアドリル装置における支柱の角度決定機具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は被削物を穿孔するコアドリル装置及びコアドリル装置における支柱の角度決定
機具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンクリート構造物、ブロック、石材、岩盤、タイル、鉄鋼構造物などの固形物（以下
「被削物」と称する。）を穿孔する装置として、コアドリル装置が知られている（例えば
特許文献１を参照）。特許文献１で例示されるコアドリル装置は、支柱の一端に固着され
たベースをアンカーボルトによって被削物に対して固定し、支柱によってドリルヘッドを
移動自在に支持するようになっている。
【０００３】
　穿孔作業においては、作業者はハンドルを操作してドリルヘッドを支柱に沿って移動さ
せ、ドリルヘッドに取り付けられたコアビットを被削物の所定箇所に押し付ける。この状
態で、作業者がモータを駆動させることでコアビットは回転し、被削物を穿孔する。
【先行技術文献】



(3) JP 2018-140510 A 2018.9.13

10

20

30

40

50

【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３１５８０４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年における被削物の多種多様化に伴い、被削物の表面（穿孔面）に対して様々な角度
から穿孔するニーズが高まっている。しかしながら特許文献１を含む従来技術では、ベー
スに形成された複数の開口部を介して複数のアンカーボルトを被削物に形成された穴に差
し込んで支柱を固定するため、被削物に対する支柱の角度をフレキシブルに変えることが
困難であった。
【０００６】
　そこで本発明は、被削物に対して様々な角度から簡単に穿孔することができるコアドリ
ル装置及びコアドリル装置における支柱の角度決定機具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のコアドリル装置は、被削物を穿孔するコアドリル装置であって、貫通した開口
部を有するベースと、前記ベースに設けられた支柱と、前記支柱に支持され、前記支柱の
長手方向に沿って移動自在なコアドリルユニットと、前記被削物に対する前記支柱の角度
を決める角度決定手段と、を備え、前記角度決定手段は、前記ベースが固定される被固定
部材と、前記被固定部材に設けられた自在継手と、前記自在継手に接続された螺子軸と、
前記被固定部材に対して前記ベースを締結固定させる固定手段とを含み、前記自在継手に
より前記被固定部材に対して所定の角度に傾斜した前記螺子軸を前記開口部に挿入させた
状態で、前記固定手段により前記ベースを前記被固定部材に締結固定させる。
【０００８】
　また、本発明のコアドリル装置における支柱の角度決定機具は、貫通した開口部を有す
るベースと、前記ベースに設けられた支柱と、前記支柱に支持され、前記支柱の長手方向
に沿って移動自在なコアドリルユニットと、を備えたコアドリル装置において、前記被削
物に対する前記支柱の角度を決めるためのコアドリル装置における支柱の角度決定機具で
あって、前記ベースが固定される被固定部材と、前記被固定部材に設けられた自在継手と
、前記自在継手に接続された螺子軸と、前記被固定部材に対して前記ベースを締結固定さ
せる固定手段を備え、前記自在継手により前記被固定部材に対して所定の角度に傾斜した
前記螺子軸を前記開口部に挿入させた状態で、前記固定手段により前記ベースを前記被固
定部材に締結固定させる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、被削物に対して様々な角度から簡単に穿孔することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置の全体斜視図
【図２】本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置が備える位置決め機具の分解斜視
図
【図３】本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置の正面図
【図４】（ａ）（ｂ）本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置が備えるコアドリル
ユニットの位置決め方法の説明図
【図５】（ａ）（ｂ）本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置が備えるコアドリル
ユニットの位置決め方法の説明図
【図６】本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置が備えるコアドリルユニットの位
置決め方法の説明図
【図７】本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置が備えるコアドリルユニットの位
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置決め方法の説明図
【図８】（ａ）（ｂ）本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置による穿孔作業の説
明図
【図９】本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置が備えるコアドリルユニットの位
置決め方法の説明図
【図１０】本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置が備えるコアドリルユニットの
位置決め方法の説明図
【図１１】本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置が備えるコアドリルユニットの
位置決め方法の説明図
【図１２】本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置が備えるコアドリルユニットの
位置決め方法の説明図
【図１３】本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置による穿孔作業の説明図
【図１４】（ａ）（ｂ）（ｃ）本発明の一実施の形態における支柱の角度を決める作業の
説明図
【図１５】本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置による穿孔作業の説明図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　まず図１を参照して、本発明の一実施の形態におけるコアドリル装置を説明する。コア
ドリル装置１はコンクリート構造物、ブロック、Ｕ字型の側溝等の被削物２を穿孔する装
置であり、ベース３と、ベース３に設けられた支柱４と、支柱４に沿って移動自在に支持
されるコアドリルユニット５と、支柱４に支持された状態におけるコアドリルユニット５
の高さ位置を決定する位置決め機具６を含んで構成される。本実施の形態では、被削物２
としてブロックを例示する。本明細書では、水平な一の方向をＸ軸方向、Ｘ軸方向と水平
面内で直交する方向をＹ軸方向、ＸＹ平面に直交する方向をＺ軸方向と定義する。
【００１２】
　ベース３は例えば平面視して略矩形を成し、略中央の位置には支柱４の長手方向に沿っ
て貫通した開口部７が形成されている。開口部７はベース３に対して一の方向に延びてい
る。開口部７には位置決め機具６にベース３を固定する際に用いられる螺子軸９が挿入さ
れる。螺子軸９の外周面には螺子溝（雄ネジ）が螺旋状に形成されている。ベース３の４
つのコーナ部には、支柱４の長手方向に沿って貫通した開口部８が形成されている。ベー
ス３には開口部８の内周面に沿って図示しない雌ネジが刻まれている。
【００１３】
　支柱４はベース３から延び出ており、例えば溶接によってベース３と一体に成形されて
いる。支柱４の一の側面には長手方向に沿ってラック１１が形成されている。
【００１４】
　コアドリルユニット５はコアドリル本体１２を備えている。コアドリル本体１２には支
柱４を挿抜自在な開口部１２ａが形成されており、内部にはラック１１と噛み合うピニオ
ン１３が設けられている。ピニオン１３を回転自在に軸支する軸部１４の一端部にはハン
ドル１５が取り付けられている。作業者が軸部１４を中心にハンドル１５を所定方向に回
転操作すると、ピニオン１３が回転する。これにより、コアドリル本体１２が支柱４の長
手方向に沿って当該支柱４と相対的に移動する（矢印ａ）。
【００１５】
　コアドリル本体１２にはコアビット１６が装着されている。コアビット１６は被削物２
に接触する端部１６ａ側が開口した円筒状の部材であり（図１）、コアドリル本体１２に
取り付けられた駆動モータ１７が有するシャフトと同期して回転する軸部１８と連結して
いる。作業者が駆動モータ１７を駆動させると、コアビット１６がコアドリル本体１２に
対して軸部１８を中心に回転駆動する（矢印ｂ）。このように、コアビット１６はコアド
リル本体１２に対して回転自在に連結されている。
【００１６】
　次に図１及び図２を参照して、位置決め機具６について説明する。位置決め機具６はベ
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ース３が固定される被固定部材２０を備えている。被固定部材２０は例えば金属から成り
、板状部２０ａと、板状部２０ａの両側から当該板状部２０ａに対して直交する方向に折
り返された折り返し部２０ｂと、折り返し部２０ｂの後方下部から延び出た延出部２０ｃ
を含んで構成される。被削物２の上面に板状部２０ａ、折り返し部２０ｂ、延出部２０ｃ
の下面を接触させることで、被固定部材２０は被削物２の上方において「立ち姿勢」で設
置される。
【００１７】
　板状部２０ａの短辺側の中点を結ぶ直線上には、螺子軸９の長手方向と直交する方向に
おける断面形状に対応したサイズを有し、該螺子軸９を挿抜可能な複数の開口部２１が上
下方向に並んで形成されている。開口部２１の数は任意でよい。折り返し部２０ｂには、
板状部２０ａよりも前方側に突出し且つ下方に延び出た略Ｌ字状のブラケット２２が設け
られている。ブラケット２２の下端部にはナット部材２３が固着している。
【００１８】
　延出部２０ｃには長手方向に沿ってスライド自在なスライド部材２４が装着されている
。スライド部材の一端部には開口部２４ａが形成されており（図２）、この開口部２４ａ
に延出部２０ｃが挿入されている。スライド部材２４には延出部２０ｃよりも下方の位置
で上下方向に整列したナット部材２５が固着している。ナット部材２３，２５は、後述す
るクランプ部材２６Ａ，２６Ｂが被削物２を挟み込む方向に開口している。
【００１９】
　ナット部材２３，２５にはクランプ部材２６Ａ，２６Ｂがそれぞれ装着される。クラン
プ部材２６Ａ，２６Ｂは、外周面に雄ネジが刻まれナット部材２３，２５に螺合する軸部
２６ａと、軸部２６ａの一端部に取り付けられゴム等の弾性体で成形された押さえ部２６
ｂと、軸部２６ａの他端部に取り付けられ作業者が把持するための把持部２６ｃを含んで
構成される。クランプ部材２６Ａ，２６Ｂは、押さえ部２６ｂが対向するようにナット部
材２３，２５に装着される。
【００２０】
　クランプ部材２６Ａ，２６Ｂの間に被削物２を介在させた状態で、作業者がクランプ部
材２６Ａ，２６Ｂを操作してそれぞれが接近する方向に移動させることで、押さえ部２６
ｂは被削物２を押さえつける。これにより、被削物２はクランプ部材２６Ａ，２６Ｂによ
って前方及び後方から挟み込まれ、被固定部材２０を被削物２に対して固定することがで
きる。すなわち、クランプ部材２６Ａ，２６Ｂは、被固定部材２０を被削物２に対して固
定する固定手段（第１の固定手段）となっている。また固定手段は、被削物２を前方及び
後方から挟み込んで挟持するクランプ部材２６Ａ，２６Ｂ（挟持手段）を有し、被固定部
材２０はクランプ部材２６Ａ，２６Ｂを介して被削物２に対して固定される。なお、固定
手段はこれに限定されず、例えばナット部材２３，２５に図示しないアンカーボルトを螺
合させ、被削物２に予め形成された穴に該アンカーボルトを差し込んで固定する構成でも
よい。但し、クランプ部材２６によって被固定部材２０を固定する方法によれば、被削物
２に上述した穴を形成させずに済むため、審美性の面で有効である。またクランプ部材２
６によれば、厚み方向の幅が小さい被削物２に対しても十分な強度でベース３を固定する
ことができる。すなわち、クランプ部材２６による固定の方が様々なサイズの被削物２の
穿孔に対応することができる。
【００２１】
　板状部２０ａの前面２０ａ１側における上方の位置にはナット部材２７が上下方向に開
口した状態で固着されている。ナット部材２７には外周面に螺子溝（雄ネジ）が螺旋状に
形成された長尺の螺子軸２８が螺合される。螺子軸２８の下端部はキャップ２９（図２）
によりチャックされている。
【００２２】
　被固定部材２０の下方の位置には昇降部材３０が昇降自在に配置されている。昇降部材
３０の裏面３０ａ側には円筒部材３１が固着しており、円筒部材３１には螺子軸２８が挿
入されている。螺子軸２８は円筒部材３１に対して相対的に回転する。螺子軸２８の下端
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部はキャップ２９でチャックされているため、螺子軸２８の下端部から円筒部材３１が抜
き外れないようになっている。螺子軸２８を所定の方向に回転させることで（図１に示す
矢印ｃ）、昇降部材３０は被固定部材２０に対して昇降する（矢印ｄ）。
【００２３】
　図２において、昇降部材３０の裏面３０ａの両側には、上方に延び出た一対のレール部
材３２が設けられている。板状部２０ａの前面２０ａ１の両側であって一対のレール部材
３２と対応する位置には、レール部材３２を上下方向において挿抜可能な開口部３３ａを
有するガイド部材３３が設けられている。ガイド部材３３は、板状部２０ａの一側ごとに
高さ位置を異ならせて複数設けられている。
【００２４】
　図１において、昇降部材３０は例えばハンドタイプの電動工具３４を用いて昇降させる
ことができる。電動工具３４は図示しない駆動モータを内蔵した工具本体３５を主体とし
、ビットホルダ３６を介してソケットビット３７が装着されている。作業者は図示しない
ナット部材を螺子軸２８の上方から螺合させ、ナット部材にソケットビット３７を嵌め合
わせる。この状態で作業者は電動工具３４を操作し、ソケットビット３７を正方向に回転
させることで、螺子軸２８が昇降部材３０とともに下降する。また、作業者は電動工具３
４を操作してソケットビット３７を逆方向に回転させることで、螺子軸２８が昇降部材３
０とともに上昇する。このように、螺子軸２８、キャップ２９及び電動工具３４は、被固
定部材２０の下方で昇降部材３０を昇降させる昇降手段となっている。なお、電動工具３
４に替えて、他のアクチュエータを用いて昇降部材３０を昇降させてもよい。
【００２５】
　昇降部材３０の昇降時においては、ガイド部材３３によってレール部材３２の水平面内
における移動が規制されるため、昇降部材３０のふらつきを防止できる。図３に示すよう
に、昇降部材３０はその上面が板状部２０ａの下方側に設けられたガイド部材３３に当接
する高さ位置Ｈ１まで上昇可能である。
【００２６】
　図２において、昇降部材３０の表面３０ｂ側には自在継手３８が設けられている。自在
継手３８は対をなすヨーク３９ａ，３９ｂを備えており、ヨーク３９ａ，３９ｂは直交す
る２軸を有する十字軸４０により連結されている。ヨーク３９ａは昇降部材３０と、ヨー
ク３９ｂは外周面に螺子溝（雄ネジ）が螺旋状に形成された長尺の螺子軸４１とそれぞれ
接合されている。なお、自在継手３８は十字軸式のみならず、種々の形式を採用してよい
。
【００２７】
　本実施の形態におけるコアドリル装置１は以上のように構成される。次に図３～８を参
照して、被削物２に対するコアドリルユニット５の高さ方向の位置決め方法及び穿孔作業
を説明する。コアドリルユニット５の位置決めにおいては、穿孔箇所の高さ位置に応じて
使用する位置決め機具６が異なる。すなわち図３に示すように、被削物２を穿孔する箇所
が水平な基準ラインＬ１よりも上方にある場合、螺子軸２８及び昇降部材３０は不要であ
る。基準ラインＬ１は、被固定部材２０にベース３を固定させた状態で穿孔することがで
きる箇所を基準に決定される。図３で示すコアビット１６は、最下方にある開口部２１（
１）に螺子軸９を挿入してベース３を固定させた場合の高さ位置を表したものである。
【００２８】
　基準ラインＬ１よりも上方の箇所を穿孔する場合、作業者はナット部材２７による螺子
軸２８の螺合を解除し、被固定部材２０から螺子軸２８及び昇降部材３０を外す。次いで
図４（ａ）に示すように、作業者はクランプ部材２６Ａ，２６Ｂで被削物２を前方（紙面
左側）と後方（紙面右側）から挟み込んだ状態で、被固定部材２０を被削物２の上面に載
置する。
【００２９】
　次いで図４（ｂ）に示すように、作業者はスライド部材２４を被削物２側に所定量だけ
スライドさせ、さらにクランプ部材２６Ａ，２６Ｂを操作して被削物２を前後から押さえ



(7) JP 2018-140510 A 2018.9.13

10

20

30

40

50

部２６ｂで挟み込んで挟持する（クランプ）。クランプ部材２６Ａ，２６Ｂが被削物２に
接触する箇所は、穿孔箇所を避けた所定の箇所である。これにより、クランプ部材２６Ａ
，２６Ｂを介して被固定部材２０が被削物２に対して固定される。
【００３０】
　次いで図５（ａ）に示すように、作業者はラック１１を下向きにした姿勢で、ベース３
の裏面を所望の高さ位置で板状部２０ａの前面２０ａ１に接触させる。この状態から、作
業者は螺子軸９をベース３の開口部７と、穿孔する高さ位置に応じた所望の開口部２１に
挿入する。次いで、作業者はベース３の表面側から座金４２を介してナット部材４３を螺
子軸９に螺合させて締めつけることで、被固定部材２０にベース３を締結固定させる。な
お、被固定部材２０はクランプ部材２６Ａ，２６Ｂにより被削物２に固定されているため
、支柱４が設けられたベース３が固定されても倒伏することはない。このように、螺子軸
９、座金４２及びナット部材４３は、複数の開口部２１のうち何れかの開口部２１を介し
てベース３を被固定部材２０に締結固定させる固定手段（第２の固定手段）となっている
。
【００３１】
　次いで図５（ｂ）、図６及び図７に示すように、作業者はコアドリル本体１２の開口部
１２ａに支柱４を挿入する。そして、作業者はハンドル１５を操作してコアドリルユニッ
ト５を被削物２側に移動させ（図５（ｂ）及び図６に示す矢印ａ１）、コアビット１６の
先端を被削物２に接触させる。以上説明した作業により、コアドリルユニット５の位置決
めが完了する。
【００３２】
　次いで、作業者はスイッチ操作により駆動モータ１７を駆動させる。次いで図８（ａ）
に示すように、作業者は駆動モータ１７によりコアビット１６を回転駆動させながらコア
ドリルユニット５を被削物２側に前進させる（矢印ａ１）。これにより、被削物２から当
該被削物２の個片体であるコア２ａがくり抜かれ、被削物２の穿孔が完了する。くり抜か
れた直後のコア２ａは、コアビット１６の内部において保持される。その後、作業者はハ
ンドル１５を回転操作することで、コアドリルユニット５を被削物２から引き離して支柱
４から抜き取る。そして、作業者は位置決め機具６を被削物２から取り外す。また図８（
ｂ）に示すように、作業者はコアビット１６の端部１６ａ側を水平面内に対して傾けるこ
とでコアビット１６からコア２ａを外す。
【００３３】
　以上説明したように、本実施の形態におけるコアドリル装置１は、ベース３と、ベース
３に設けられた支柱４と、支柱４に支持され当該支柱４の長手方向に沿って被削物２に対
して接近又は離接する方向に移動自在なコアドリルユニット５と、被削物２に対するコア
ドリルユニット５の高さ位置を決める位置決め手段（位置決め機具６）を備えている。ま
た、位置決め手段は、被削物２よりも上方の位置においてベース３が固定される被固定部
材（第１の被固定部材）２０と、被固定部材２０を被削物２に対して固定する固定手段を
含んで構成される。
【００３４】
　このように、本実施の形態におけるコアドリル装置１によれば、ベース３を通じてアン
カーボルトを被削物２に差し込んでベース３を固定する形態のものでは不可能であった被
削物２の高さ位置、例えば被削物２の上面に近い高さ位置に対応する箇所を穿孔すること
ができる。また、厚み幅（Ｙ軸方向の長さ寸法）が小さい被削物２や、軽量化を目的とし
て開口部が連続して形成された被削物２を穿孔対象とする場合、アンカーボルトによる固
定では強度が不足する傾向にある。しかしながら本実施の形態におけるコアドリル装置１
のように、クランプ部材２６Ａ，２６Ｂによる被削物２のクランプを介して被固定部材２
０を被削物２に固定するため、上述した厚み幅の小さいものを含む様々なサイズの被削物
２に対する穿孔作業を容易に行うことができる。
【００３５】
　また、従来技術であるアンカーボルトによるベース３の固定では、アンカーボルトを差
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し込むための穴を被削物２に形成する必要がある。この穴は被削物２の機能を発揮するう
えで本来必要のないものであり、被削物２の美観も損ねるため、穴が形成されることを嫌
う作業者及び作業依頼者は少なくない。しかしながら、クランプ部材２６Ａ，２６Ｂを用
いて被固定部材２０を被削物２に固定すれば、被削物２に穴を形成する必要がなくなるた
め、被削物２の損傷を防止することができる。
【００３６】
　また、被固定部材２０には被削物２の上方において高さ位置が異なる複数の開口部２１
が形成され、位置決め手段は前述した固定手段（螺子軸９、座金４２、ナット部材４３）
をさらに含んでいる。従って、螺子軸９の挿入対象となる開口部２１を適宜変更すること
で、穿孔箇所の高さ位置を調整することができる。
【００３７】
　次に図９～図１３を参照して、基準ラインＬ１（図３）よりも下方の箇所を穿孔する場
合の被削物２に対するコアドリルユニット５の高さ方向の位置決め方法及び穿孔作業を説
明する。まず、作業者は上述のとおり、被削物２の上面に被固定部材２０を載置し、さら
にクランプ部材２６Ａ，２６Ｂによって被削物２を挟持する（図４（ａ），（ｂ））。こ
れにより、被固定部材２０を被削物２に対して固定させる。
【００３８】
　次いで図９に示すように、作業者は昇降部材３０を支持した螺子軸２８をナット部材２
７に手作業で所定量だけ軽く螺合させた後、電動工具３４を用いて螺子軸２８を高速で所
定方向に回転させる（矢印ｃ）。これにより、昇降部材３０が任意の高さ位置まで昇降し
（矢印ｄ）、穿孔箇所に応じた高さ位置に昇降部材３０が位置決めされる。
【００３９】
　次いで図１０に示すように、作業者はベース３の開口部７に螺子軸４１を挿入させなが
ら、ベース３の裏面を所望の高さ位置で昇降部材３０の表面３０ｂに接触させる。この状
態から、作業者はベース３の表面側から座金４４を介してナット部材４５を螺子軸４１に
螺合させて締めつけることで、昇降部材３０に対してベース３を固定する。すなわち、昇
降部材３０はベース３が固定される被固定部材（第２の被固定部材）としても機能する。
また、螺子軸４１、座金及びナット部材４５は、昇降部材３０に対してベース３を締結固
定させる固定手段（第３の固定手段）となっている。
【００４０】
　昇降部材３０に対してベース３を固定させる際においては、ベース３の開口部８に図１
２に示すボルト部材４６を螺合させ、ボルト部材４６の先端部を昇降部材３０の表面３０
ｂに押し当ててもよい。これにより、昇降部材３０に対するベース３のぐらつきを防止す
ることができる。なお、自在継手３８はベース３の開口部７内に収まるため、自在継手３
８とベース３が干渉することはない。
【００４１】
　次いで図１１、図１２に示すように、作業者はコアドリル本体１２の開口部１２ａに支
柱４を挿入させる。そして、作業者はハンドル１５を操作してコアドリルユニット５を被
削物２側に移動させ（図１１及び図１２に示す矢印ａ１）、コアビット１６の先端を被削
物２に接触させる。
【００４２】
　次いで図１３に示すように、作業者はコアビット１６を回転駆動させながら被削物２に
対してコアドリルユニット５をさらに前進させる（矢印ａ１）。これにより、被削物２か
らコア２ａがくり抜かれ、被削物２の穿孔が完了する。
【００４３】
　以上説明したように、位置決め手段（位置決め機具６）は、ベース３が固定され且つ被
固定部材２０に対して昇降自在な昇降部材３０と、被固定部材２０の下方で昇降部材３０
を昇降させる昇降手段をさらに含んでいる。これにより、穿孔可能な高さ位置をさらに広
げることができる。
【００４４】
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　次に図１４及び図１５を参照して、被削物２の表面２ｂ（被穿孔面）に対する支柱４の
角度を決める角度決定方法及び穿孔作業について説明する。便宜上、図１４及び図１５で
は被固定部材２０、クランプ部材２６Ａ，２６Ｂ、螺子軸２８等の図示を省略する。
【００４５】
　まず、作業者は昇降部材３０を支持した螺子軸２８をナット部材２７に螺合させた後、
電動工具３４を用いて螺子軸２８を高速で所定方向に回転させて昇降部材３０を昇降させ
る。そして、作業者は昇降部材３０が穿孔箇所に対応する高さ位置で停止するように電動
工具３４を操作する。これにより、昇降部材３０は所望の高さ位置に位置決めされる。す
なわち、ナット部材２７が設けられた被固定部材２０、クランプ部材２６Ａ，２６Ｂ、螺
子軸２８、電動工具３４は、被削物２に対して昇降部材３０を昇降させて所定の高さ位置
（穿孔箇所に対応する高さ位置）に位置決めする位置決め手段となっている。これにより
、穿孔可能な高さ位置の上下方向の幅を広げることができるとともに、作業者は昇降部材
３０の高さ位置を簡単に決めることができる。
【００４６】
　次いで図１４（ａ）に示すように、作業者は自在継手３８を起点として螺子軸４１を被
削物２の表面２ｂに対して所望の角度（α°）だけ傾斜させる。次いで図１４（ｂ）に示
すように、作業者は螺子軸２８の傾きを維持した状態で、ベース３の開口部７に螺子軸４
１を挿入させる。そして、作業者はベース３の表面側から座金４４を介してナット部材４
５を螺子軸４１に螺合させて締めつける。さらに、作業者はベース３の開口部８にボルト
部材４６を螺合させ、昇降部材３０の表面３０ｂにボルト部材４６の先端を押し当てる。
これにより、ベース３に設けられた支柱４は螺子軸４１を介して所定の角度（α°）だけ
傾きを維持した状態で昇降部材３０に固定される。以上の作業により、昇降部材３０の表
面３０ｂに対する支柱４の角度が固定される。
【００４７】
　次いで図１４（ｃ）に示すように、作業者はコアドリルユニット５を支柱４に支持させ
るとともにコアビット１６の先端の一部が被削物２に接触するまでコアドリルユニット５
を前進させる（矢印ａ１）。次いで図１５に示すように、作業者はコアビット１６を回転
駆動させながら被削物２に対してコアドリルユニット５をさらに前進させる。これにより
、平面視して被削物２の表面２ｂに対して斜め方向にコア２ａがくり抜かれる。
【００４８】
　以上説明したように、ベース３が固定される被固定部材としての昇降部材３０、昇降部
材３０に設けられた自在継手３８、自在継手３８に接続された螺子軸４１、上述した座金
４４とナット部材４５とボルト部材４６を含む固定手段は、上述したコアドリルユニット
５の高さ位置を決定する機能の他に、被削物２に対する支柱４の角度を決める角度決定手
段（角度決定機具）としても機能する。そして、支柱４の角度を決める作業においては、
自在継手３８により昇降部材（被固定部材）３０に対して所定の角度に傾斜した螺子軸２
８をベース３の開口部８に挿入させた状態で、固定手段によりベース３を昇降部材３０に
締結固定させる。これにより、被削物２に対して様々な角度から簡単に穿孔することがで
きる。
【００４９】
　本発明はこれまで説明した実施の形態に限定されず、発明の趣旨を逸脱しない範囲で適
宜変更することができる。また、角度決定機具は支柱４の角度を決定するためのオプショ
ンパーツとして、コアドリル装置１から独立させて利用してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明によれば、被削物に対して様々な角度から簡単に穿孔することができ、建設工事
や土木工事の分野において特に有用である。
【符号の説明】
【００５１】
　１　コアドリル装置
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　２　被削物
　３　ベース
　４　支柱
　５　コアドリルユニット
　２８　螺子軸
　３０　昇降部材
　３８　自在継手
　４４　座金
　４５　ナット部材
　４６　ボルト部材

【図１】 【図２】
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【図１３】 【図１４】
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